
耐火ブロック工法ロクマル

鋼製電線管及び金属製可とう電線管処理用

ダンシール－P 脱落防止金具

このたびは、本製品をお買い上げ頂き、誠にありがとうござい

ます。施工の際は、本紙と共にロクマルに同梱されている取扱

説明書等をよくお読みの上、現場の状況に合わせて正しく施工

してください。

構成材料の一覧です。

・本製品は、端部が鋭利な場合があります。保護具をするな

どして、ケガをしないよう注意してください。

・本製品を設置する際、ケーブルに無理な力がかからないよ

うにしてください。

・本製品を設置する際、ケーブルを傷付けないよう注意して

ください。

・本製品の設置が難しい、または本製品によってケーブルを

傷付ける恐れがある場合は、次のいずれかで対処してくだ

さい。

取扱説明書

構成材料

LOT No.

LMS

品番
入数

（本）
サイズ

取扱
説明書

S 20 1TBW-S

M 20 1TBW-M

L 20 1TBW-L

取扱上の注意事項

質量
（kg）
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ダンシール -P 支持部

市販の針金を加工する場合の形状の例

①ペンチで本金具を適宜変形させて使用する。

②市販の針金（鋼製、φ1.2mm 以上）を下図の様な形状

にして使用する。

※ダンシール -Ｐ支持部の長さは、ケーブルに当たらな

い程度の長さにしてください。

※鋼製、
　φ1.2mm 以上

寸法（目安） 単位：mm



①右表の設置数量を目安に、ダンシール－Ｐ
脱落防止金具を管の端部に設置します。

　管とケーブルの間の広さによって、適宜サ
イズを組み合わせて設置します。（設置例
参照）

（設置例）鋼製電線管 薄鋼 C75 の場合

②下図のようにダンシール－Ｐを管の内部に
20mm 充填し、管の外側に 30mm 盛付
けて完成です。ダンシール－P は、ケーブ
ル周囲や管の端部に隙間ができないように
充填してください。

管とケーブルの間が狭い場合
（ケーブルが太い、量が多いなど）

管とケーブルの間が広い場合
（ケーブルが細い、量が少ないなど）

※S、M、L の組合せも可能です。

ダンシール－Pの盛り付け状態
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施工手順 各管の呼び径と設置数量の目安

鋼製電線管の呼び径
ダンシール－Ｐ
脱落防止金具の

設置数量の目安（本）
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